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鏡
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ヤングシナリオ大賞 応募用紙 

登
場
人
物 

佐
藤
優
菜
（
１
８
）
高
校
３
年
生 

冴
木
紗
季
（
１
８
）
高
校
３
年
生 

浪
川
英
司
（
１
８
）
高
校
３
年
生 

 

佐
藤
優
子
（
５
０
）
優
菜
の
母
親 

飯
島
貴
志
（
４
２
）
優
菜
の
担
任 

数
学
教
師 

 

佐
藤
誠
也
（
５
５
）
優
菜
の
父
親 

大
神
秀
樹
（
１
８
）
高
校
３
年
生 

 

東
野 

 
 
 
 
 

東
慶
大
学
職
員 

女
性
職
員 

女
性
教
師
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〇
桜
川
高
校
・
教
室
・
内
（
夕
） 

佐
藤
優
菜(18)

、
全
国
模
試
の
成
績
表
を
見

て
頭
を
抱
え
て
い
る
。 

志
望
大
学
は
全
て
Ｄ
判
定
。 

冴
木
紗
季(18)

、
担
任
教
師
の
飯
島
貴
志

(42)
か
ら
成
績
表
を
受
け
取
る
。 

紗
季
「
ま
た
怒
ら
れ
る
ね
、
優
菜
の
マ
マ
怖
い
か
ら
」

優
菜
「
ど
う
せ
紗
季
は
良
い
ん
で
し
ょ
」 

紗
季
の
成
績
表
に
は
Ｂ
判
定
が
並
ぶ
。 

飯
島
「
佐
藤
！
冴
木
！
聞
い
て
る
の
か
」 

優
菜
と
紗
季
、
姿
勢
を
正
す
。 

飯
島
「
お
前
ら
も
学
年
ト
ッ
プ
の
浪
川
や
大
神
を
見 

習
え
！
期
末
試
験
は
明
日
、
共
通
テ
ス
ト
は
来
月

な
ん
だ
ぞ
」 

浪
川
英
司(18)

、
優
菜
に
冷
た
い
視
線
を
向

け
る
。 

そ
の
横
で
大
量
の
眼
鏡
を
机
に
並
べ
て
い
る

大
神
秀
樹(18)

。 

 

〇
道
（
夕
） 
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雨
が
降
っ
て
い
る
。 

優
菜
、
紗
季
に
手
を
振
っ
て
別
れ
る
。 

 

〇
ア
パ
ー
ト
・
表
（
夕
） 

外
壁
が
変
色
し
た
木
造
ア
パ
ー
ト
。 

佐
藤
優
子(50)

、
隣
人
と
話
し
て
い
る
。 

隣
人
「
長
男
は
確
か
東
京
の
大
学
生
だ
そ
う
で
」 

優
子
「
優
馬
は
医
学
部
な
ん
で
す
、
国
立
の
」 

隣
人
「
そ
れ
は
優
秀
な
お
子
さ
ん
で
」 

優
子
「
ギ
リ
ギ
リ
合
格
で
す
よ
」 

嫌
ら
し
く
笑
う
優
子
。 

隣
人
、
引
き
攣
っ
た
笑
み
を
浮
か
べ
る
。 

優
菜
、
帰
宅
す
る
。 

優
菜
「
た
だ
い
ま
」 

優
菜
を
無
視
し
て
隣
人
と
話
し
続
け
る
優
子
。 

優
菜
、
俯
く
。 

 

〇
同
・
佐
藤
家
・
玄
関
・
内
（
夕
） 

優
菜
、
靴
を
脱
い
で
い
る
。 

無
表
情
の
優
子
が
入
っ
て
く
る
。 
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優
子
「
ど
う
だ
っ
た
の
？
」 

渋
々
優
子
に
成
績
表
を
渡
す
優
菜
。 

優
子
、
成
績
表
を
凝
視
す
る
。 

優
菜
「
判
定
は
良
く
な
か
っ
た
け
ど
、
英
語
は

、
」 

優
子
、
優
菜
の
言
葉
を
遮
る
よ
う
に
成
績
表

を
ビ
リ
ビ
リ
に
破
る
。 

優
菜
「…

…

ッ
！
」 

破
っ
た
成
績
表
を
優
菜
に
投
げ
つ
け
、
リ
ビ

ン
グ
へ
消
え
る
優
子
。 

 

〇
同
・
同
・
優
菜
の
部
屋
・
内
（
夕
） 

優
菜
、
入
っ
て
く
る
や
否
や
、
鞄
を
床
に
叩

き
つ
け
よ
う
と
す
る
。 

優
菜
「…

…

勉
強
し
よ
」 

机
に
向
か
い
、
数
学
の
参
考
書
を
開
く
。 

突
如
、
部
屋
が
光
に
包
ま
れ
る
。 

雷
鳴
が
轟
く
。 

優
菜
「
キ
ャ
ッ…

…

！
」 

 
 

 

窓
の
外
を
確
認
す
る
。 

優
菜
「
な
ん
な
の
よ…

…

」 
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優
菜
、
勉
強
を
再
開
し
よ
う
と
参
考
書
に
目

を
落
と
す
と
、
禍
々
し
い
緑
色
の
オ
ー
ラ
を

放
つ
眼
鏡
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。 

優
菜
「…

…

な
に
こ
れ
」 

恐
る
恐
る
そ
の
眼
鏡
を
手
に
取
り
、
マ
ジ
マ

ジ
と
見
る
優
菜
。 

ゆ
っ
く
り
と
か
け
る
。 

眼
鏡
越
し
の
景
色
は
、
少
し
薄
暗
い
。 

優
菜
「…

…

サ
ン
グ
ラ
ス
？
」 

優
菜
、
ふ
と
参
考
書
を
見
る
。 

優
菜
「
！
？
」 

眼
鏡
越
し
に
参
考
書
を
見
る
と
、
参
考
書
の

上
に
数
字
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
。 

優
菜
「…

…

な
、
な
に…

…

？
」 

ペ
ー
ジ
を
捲
る
。 

そ
こ
に
も
数
字
が
浮
か
ん
で
い
る
。 

次
々
に
捲
る
も
、
全
て
に
数
字
が
見
え
る
。 

眼
鏡
を
か
け
た
り
外
し
た
り
す
る
優
菜
。 

か
け
る
と
数
字
が
見
え
る
。 

優
菜
「
こ
の
数
字…

…

ま
さ
か
、
答
え
が…

…

？
」 
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し
ば
ら
く
呆
然
と
す
る
も
、
徐
々
に
笑
い
が

こ
み
あ
げ
る
。 

優
菜
、
高
笑
い
す
る
。 

 
〇
桜
川
高
校
・
教
室
・
内 

黒
板
に
は
『
期
末
試
験
１
日
目 

化
学
基

礎
・
世
界
史
・
現
代
文
』
と
あ
る
。 

胸
ポ
ケ
ッ
ト
を
気
に
す
る
優
菜
。 

紗
季
、
は
し
ゃ
ぐ
生
徒
を
睨
み
、 

紗
季
「
喋
り
た
い
な
ら
外
行
け
よ
」 

優
菜
、
不
敵
に
微
笑
ん
で
い
る
。 

紗
季
「
聞
い
て
る
？
」 

優
菜
「
え
？
あ
あ…

…

」 

紗
季
「
テ
ス
ト
自
信
あ
る
？
」 

優
菜
「…

…

な
い
、
け
ど
」 

紗
季
「
け
ど
？
」 

優
菜
「
学
年
１
位
か
も
し
れ
な
い…

…

」 

紗
季
「
は
あ
？
」 

飯
島
、
入
室
。 

飯
島
「
席
に
着
け
、
試
験
始
め
る
ぞ
。
ト
イ
レ
行
き 
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た
い
奴
は
今
行
け
。
途
中
退
室
は
一
切
認
め
ん
」 

優
菜
、
胸
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
眼
鏡
を
取
り
出
す
。 

 

〇
同
・
外
観
（
夕
） 

 

〇
同
・
教
室
・
内
（
夕
） 

 
 

 

競
馬
新
聞
を
読
む
飯
島
。 

全
員
テ
ス
ト
に
集
中
し
て
い
る
。 

優
菜
、
深
呼
吸
し
て
眼
鏡
を
か
け
る
。 

眼
鏡
越
し
に
全
問
題
の
解
答
が
浮
か
び
上
が

る
。 

優
菜
の
口
角
が
ニ
ヤ
り
と
上
が
る
。 

 

〇
同
・
４
階
廊
下 

 
 

 

陽
光
が
廊
下
を
照
ら
す
。 

 

〇
同
・
教
室
・
内 

黒
板
に
は
『
期
末
試
験
４
日
目
（
最
終
日
） 

数
学
１
Ａ
・
２
Ｂ
』
と
あ
る
。 

全
員
集
中
し
て
い
る
。 
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眼
鏡
を
か
け
て
い
る
優
菜
、
ス
ラ
ス
ラ
と
ペ

ン
が
進
ん
で
い
る
。 

 

〇
同
・
職
員
室
・
内 

数
学
の
問
題
用
紙
を
見
る
飯
島
と
女
性
教
師
。 

女
性
教
師
「
今
回
の
数
学
難
し
い
で
す
ね
」 

飯
島
「
浪
川
や
大
神
に
毎
回
満
点
取
ら
れ
ち
ゃ
癪
で 

す
か
ら
ね
」 

女
性
教
師
「
テ
ス
ト
を
私
物
化
し
な
い
で
下
さ
い
」 

高
笑
い
す
る
飯
島
。 

 

〇
同
・
教
室
・
内 

 
 

 

教
師
が
見
回
っ
て
い
る
。 

優
菜
、
解
答
を
見
直
し
て
い
る
。 

優
菜
Ｍ
「
流
石
に
全
教
科
満
点
は
怪
し
ま
れ
る
か
」 

優
菜
、
大
門
４
（
２
）
の
解
答
を
消
す
。 

先
生
「
そ
こ
ま
で
」 

 
 

 

全
員
一
斉
に
ペ
ン
を
置
く
。 

優
菜
Ｍ
「
１
問
ミ
ス
な
ら
マ
マ
も
許
し
て
く
れ
る
か
」 

眼
鏡
を
鞄
に
し
ま
う
優
菜
。 
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〇
道
（
夕
） 

優
菜
と
紗
季
、
歩
い
て
い
る
。 

紗
季
「
や
っ
と
試
験
終
わ
っ
た
。
ど
う
だ
っ
た
？
」 

優
菜
「
１
週
間
後
の
お
楽
し
み
っ
て
こ
と
で
」 

紗
季
「
マ
ジ
で
１
位
取
れ
る
っ
て
思
っ
て
ん
の
？
」 

嘲
笑
す
る
紗
季
。 

 

○
桜
川
高
校
・
教
室
・
内 

Ｔ
「
１
週
間
後
」 

ソ
ワ
ソ
ワ
し
て
い
る
優
菜
と
紗
季
。 

浪
川
は
外
を
眺
め
、
大
神
は
数
種
類
の
眼
鏡

を
か
け
比
べ
て
い
る
。 

飯
島
、
教
卓
を
叩
く
。 

飯
島
「
数
学
の
テ
ス
ト
返
す
ぞ
。
今
回
の
平
均
点
は 

 

過
去
最
低
だ
っ
た
。
し
っ
か
り
し
ろ
よ
！
」 

口
々
に
文
句
を
垂
れ
る
生
徒
た
ち
。 

飯
島
「
じ
ゃ
あ
い
つ
も
ど
お
り
ト
ッ
プ
３
を
発
表
す 

る
。
ま
ず
３
位
は…

…

８
５
点
、
冴
木
」 

紗
季
「
マ
ジ
で
！
？
や
っ
た
！
」 
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紗
季
、
飯
島
か
ら
解
答
用
紙
を
受
け
取
る
。 

優
菜
「
お
め
で
と
う
」 

笑
顔
で
席
に
戻
る
紗
季
。 

飯
島
「
次
、
第
２
位
は…

…

９
０
点
、
大
神
」 

大
神
「
２
位
か
い
！
」 

大
神
、
解
答
用
紙
を
受
け
取
る
。 

優
菜
「…

…

あ
れ
？
こ
れ
だ
と
１
位
が
１
人
し
か
い 

な
い
け
ど…

…

」 

飯
島
「
そ
し
て
栄
え
あ
る
１
位
は…

…

９
５
点
、
浪 

川
！
」 

優
菜
「…

…

え
？
」 

浪
川
、
飄
々
と
解
答
用
紙
を
受
け
取
る
。 

飯
島
「
そ
し
て
ま
さ
か
の
お
前
も
だ
！
」 

 
 

 

飯
島
、
優
菜
を
指
さ
す
。 

生
徒
た
ち
、
騒
然
。 

紗
季
「
ウ
ソ
で
し
ょ
！
？
」 

浪
川
「
先
生
、
１
位
が
２
人
な
ら
２
位
は
い
ま
せ
ん 

し
、
大
神
は
３
位
、
冴
木
は
４
位
で
す
よ
」 

飯
島
「
あ
、
そ
う
か
」 

優
菜
「
勘
弁
し
て
よ…

…

」 
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優
菜
、
安
堵
の
溜
息
を
つ
く
。 

 

飯
島
「
と
こ
ろ
で
佐
藤
」 

優
菜
「
は
い
」 

飯
島
「
お
前
、
カ
ン
ニ
ン
グ
し
た
な
？
」 

優
菜
「…

…

ッ
！
？
」 

騒
然
と
す
る
教
室
内
。 

優
菜
「
し
、
し
て
ま
せ
ん
よ
！
」 

飯
島
「
ホ
ン
ト
か
？
」 

優
菜
「
１
位
の
私
が
誰
の
解
答
見
る
ん
で
す
か
！
」 

飯
島
「
何
か
信
じ
ら
ん
ね
ぇ
な
。
平
均
４
０
だ
ぜ
？
」 

浪
川
、
目
が
泳
ぐ
優
菜
を
見
る
。 

 

〇
同
・
外
観
（
夕
） 

チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
。 

生
徒
の
声
「
こ
れ
で
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
を
終
わ
り
ま
す
」 

 

〇
同
・
教
室
・
内
（
夕
） 

生
徒
た
ち
、
次
々
と
帰
宅
す
る
。 

帰
宅
準
備
を
す
る
優
菜
と
紗
季
。 

紗
季
「
数
学
以
外
満
点…

…

ど
う
な
っ
て
ん
の
？
」 
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優
菜
「
現
役
生
は
最
後
ま
で
伸
び
る
の
」 

紗
季
「
限
度
が
あ
る
で
し
ょ
う
が
」 

怪
訝
な
表
情
を
す
る
紗
季
。 

浪
川
が
来
る
。 

優
菜
「
浪
川
君
？
」 

浪
川
、
優
菜
の
机
に
あ
る
眼
鏡
を
見
る
。 

浪
川
「
今
日
返
さ
れ
た
数
学
の
解
答
用
紙
、
良
か
っ 

た
ら
見
せ
て
く
れ
な
い
か
」 

優
菜
「…

…

何
で
？
」 

浪
川
「
同
じ
１
番
の
佐
藤
は
ど
こ
で
間
違
え
た
の
か 

な
と
思
っ
て
」 

優
菜
「…

…

ま
あ
、
別
に
い
い
け
ど
」 

優
菜
、
解
答
用
紙
を
浪
川
に
渡
す
。 

紗
季
「
と
か
言
っ
ち
ゃ
っ
て
、
ホ
ン
ト
は
優
菜
と
話 

し
た
い
だ
け
な
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」 

優
菜
「
え
？
」 

浪
川
「
何
か
言
っ
た
か
？
４
位
」 

紗
季
「
う
っ
さ
い
！
む
っ
つ
り
ス
ケ
ベ
が
」 

浪
川

「
（

優
菜
に
）
東
大
受
け
る
の
か
？
」 

優
菜
「…

…

東
大
？
」 
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浪
川
「
文
１
な
ら
同
じ
だ
な
」 

浪
川
、
解
答
用
紙
を
優
菜
に
返
し
、
去
る
。 

紗
季
「
ア
イ
ツ
優
菜
の
こ
と
好
き
な
の
か
な
」 

優
菜
「
浪
川
君
は
恋
愛
と
か
い
う
タ
イ
プ
じ
ゃ
な 

い
よ…

…

」 
浪
川
を
睨
み
な
が
ら
紗
季
と
出
て
行
く
優
菜
。 

浪
川
「
佐
藤
っ
て
眼
鏡
か
け
て
た
か
？
」 

大
神
「
い
や
、
見
た
こ
と
ね
ぇ
な
」 

 
 

 

眼
鏡
を
片
付
け
る
大
神
。 

浪
川
、
優
菜
の
席
を
見
つ
め
る
。 

 

〇
道
（
夕
） 

紗
季
、
優
菜
の
肩
を
揺
ら
し
て
い
る
。 

目
が
回
る
優
菜
。 

紗
季
「
マ
ジ
で
教
え
て
よ
、
ど
う
や
っ
た
の
！
」 

優
菜
「
酔
う…

…

」 

紗
季
「
教
え
て
！
今
す
ぐ
！
」 

優
菜
、
吐
き
気
で
口
を
抑
え
る
。 

優
菜
「
分
か
っ
た
！
教
え
る
か
ら
」 

紗
季
「
ホ
ン
ト
！
？
」 
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優
菜
、
紗
季
を
振
り
払
う
。 

 

〇
公
園
（
夕
） 

眼
鏡
を
か
け
た
紗
季
、
優
菜
の
前
で
ベ
ン
チ

に
座
っ
て
参
考
書
を
見
て
い
る
。 

紗
季
「…

…
ヤ
バ
く
ね
、
こ
れ
」 

優
菜
、
紗
季
か
ら
眼
鏡
を
取
り
返
す
。 

優
菜
「
誰
に
も
言
わ
な
い
で
ね
」 

呆
然
と
す
る
紗
季
。 

 

〇
ア
パ
ー
ト
・
佐
藤
家
・
玄
関
・
内
（
夜
） 

優
菜
、
笑
顔
で
帰
っ
て
く
る
。 

優
菜
「
マ
マ
！
」 

早
く
靴
を
脱
ご
う
と
横
着
す
る
優
菜
。 

優
子
、
気
怠
そ
う
に
リ
ビ
ン
グ
か
ら
来
る
。 

優
子
「
な
に
？
」 

優
菜
「
こ
れ
見
て
！
」 

優
菜
、
期
末
試
験
の
全
解
答
用
紙
を
自
慢
げ

に
優
子
へ
渡
す
。 

数
学
以
外
全
て
満
点
。 
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優
菜
「
凄
い
で
し
ょ
！
？
」 

優
子
「
数
学
だ
け
惜
し
い
わ
ね
」 

優
菜
「
あ
あ…

…

ま
あ…

…

」 

優
子
「
よ
く
や
っ
た
わ
！
」 

優
子
、
優
菜
を
抱
き
し
め
る
。 

優
菜
「…

…
ッ
！
」 

優
子
「
さ
す
が
私
の
娘
！
期
待
し
て
た
と
お
り
だ
わ
」 

満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
る
優
菜
。 

優
子
「
そ
う
だ
。
今
度
ご
褒
美
に
パ
パ
に
会
お
う
か
」 

優
菜
「
え
！
ホ
ン
ト
！
？
」 

優
子
「
離
婚
し
て
か
ら
ず
っ
と
会
い
た
が
っ
て
た
で 

し
ょ
？
」 

優
菜
「
約
束
だ
よ
！
や
っ
た
！
」 

は
し
ゃ
ぐ
優
菜
。 

優
子
、
不
敵
に
微
笑
む
。 

 

〇
同
・
同
・
優
菜
の
部
屋
・
内
（
夜
） 

優
菜
、
家
族
写
真
を
眺
め
て
い
る
。 

両
親
と
幼
い
優
馬
と
優
菜
が
映
っ
て
い
る
。 

優
菜
「
そ
う
だ
」 
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優
菜
、
解
答
用
紙
を
机
に
並
べ
る
。 

そ
れ
ら
を
撮
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投
稿
す
る
。 

 

〇
桜
川
高
校
・
教
室
・
内 

優
菜
、
紗
季
に
昨
日
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
投
稿
を
見

せ
て
い
る
。
１
万
い
い
ね
。 

優
菜
「
朝
起
き
た
ら
こ
ん
な
こ
と
に
！
」 

紗
季
「
凄
い
ね
。
け
ど
あ
ん
ま
り
こ
の
時
期
に
そ
う 

い
う
の
載
せ
な
い
方
が
良
く
な
い
？
み
ん
な
敏
感

に
な
っ
て
る
し
」 

優
菜
「
そ
う
か
な
？
」 

紗
季
「
ま
、
ど
っ
ち
で
も
い
い
け
ど
」 

飯
島
、
入
っ
て
く
る
。 

飯
島
「
佐
藤
、
期
末
の
数
学
の
解
答
用
紙
持
っ
て
、 

ち
ょ
っ
と
来
い
」 

優
菜
「…
…

？
」 

浪
川
、
飯
島
と
出
て
行
く
優
菜
を
見
つ
め
る
。 

 

〇
同
・
職
員
室
・
内 
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飯
島
、
優
菜
が
持
っ
て
き
た
数
学
の
解
答
用

紙
の
大
門
４
（
３
）
を
指
す
。 

飯
島
「
お
前
、
な
ん
で
こ
こ
解
け
た
。
こ
こ
は
（
２
） 

 

が
正
解
し
て
な
い
と
解
け
な
い
ん
だ
よ
」 

 
 

 
解
答
用
紙
の
大
門
４
（
２
）
は
白
紙
。 

優
菜
「
え
？…

…

あ
、
そ
れ
は…

…

」 

飯
島
「
俺
に
チ
ク
っ
た
奴
が
い
て
な
。
や
っ
ぱ
り
お 

前…
…

」 

優
菜
「
だ
、
だ
か
ら
し
て
ま
せ
ん
っ
て
！
」 

飯
島
「
じ
ゃ
あ
解
け
た
理
由
を
５
秒
以
内
に
答
え
ろ
、 

さ
も
な
い
と
０
点
に
す
る
ぞ
」 

優
菜
「
え
！
？
」 

飯
島
「
５
，
４…

…

」 

優
菜
の
目
が
泳
ぐ
。 

飯
島
「
３
，
２…

…

」 

優
菜
、
机
の
上
の
消
し
ゴ
ム
に
気
付
く
。 

飯
島
「
１
、
ゼ…

」 

優
菜

「
（

遮
っ
て
）
時
間
切
れ
だ
っ
た
ん
で
す
！
」 

飯
島
「
そ
う
だ
、
時
間
切
れ
だ
。
０
点
な
」 

優
菜
「
じ
ゃ
な
く
て
！
時
間
切
れ
ギ
リ
ギ
リ
で
（
２
） 
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を
消
し
た
ん
で
す
よ
」 

飯
島
「…

…

な
ぜ
？
」 

優
菜
「
全
部
解
き
終
わ
っ
て
見
直
し
を
し
た
時
に
、 

（
２
）
が
間
違
え
て
い
る
と
思
っ
た
ん
で
す
。
だ

か
ら
、
（
２
）
と
（
３
）
を
解
き
直
そ
う
と
し
て

（
２
）
か
ら
消
し
て
い
た
ら
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ
て

…
…

で
も
、
（
３
）
が
合
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

は
（
２
）
も
合
っ
て
た
ん
で
す
ね
」 

飯
島
「…

…

」 

優
菜
「
ほ
ら
！
実
際
（
２
）
に
消
し
ゴ
ム
で
消
し
た 

跡
が
あ
り
ま
す
」 

飯
島
、
消
し
た
跡
を
確
認
す
る
。 

飯
島
「…

…

し
ゃ
あ
ね
ぇ
。
今
回
は
そ
れ
で
納
得
し 

て
や
る
か
」 

優
菜
、
小
さ
く
安
堵
す
る
。 

 

〇
同
・
同
・
表 

優
菜
、
職
員
室
を
出
た
途
端
、
大
き
く
安
堵

の
溜
息
を
つ
く
。 

優
菜
「
危
な
ぁ…

…

て
い
う
か
、
告
げ
口…

…

？
解 
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答
用
紙
を
見
せ
た
の
は
、
紗
季
と
友
美
と
絵
里
香

と
、
後
は…

…

」 

優
菜
、
前
か
ら
来
る
浪
川
と
目
が
合
う
。 

優
菜
「…

…

」 
浪
川
「
何
か
や
っ
た
の
か
？
」 

優
菜
「
別
に…

…

浪
川
君
こ
そ
職
員
室
に
？
」 

浪
川
「
ち
ょ
っ
と
ね
」 

浪
川
、
職
員
室
に
入
っ
て
行
く
。 

浪
川
を
睨
む
優
菜
。 

 

〇
同
・
同
・
内 

飯
島
、
浪
川
に
怒
鳴
る
。 

飯
島
「
違
っ
た
じ
ゃ
ね
ぇ
か
！
」 

浪
川
「
そ
ん
な
ハ
ズ
は…

…

」 

飯
島
「
今
度
恥
か
か
せ
た
ら
ブ
チ
の
め
す
ぞ
！
」 

浪
川
、
舌
打
ち
。 

 

〇
同
・
教
室
・
内 

ひ
そ
ひ
そ
と
話
す
優
菜
と
紗
季
。 

紗
季
「
浪
川
だ
ね
」 
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優
菜
「
で
も
、
私
の
カ
ン
ニ
ン
グ
を
告
げ
口
し
て
浪 

川
君
に
何
の
得
が…

…

」 

紗
季
「
そ
り
ゃ
ラ
イ
バ
ル
を
減
ら
す
た
め
で
し
ょ
」

優
菜
「
ラ
イ
バ
ル
？
」 

紗
季
「
浪
川
か
ら
し
た
ら
優
菜
は
同
じ
東
大
志
望
の 

ラ
イ
バ
ル
な
の
よ
。
優
菜
が
不
正
で
高
得
点
を
取

っ
て
る
と
確
信
し
た
か
ら
こ
そ
、
受
験
当
日
ま
で

に
何
と
し
て
で
も
そ
の
不
正
を
暴
い
て
敵
を
減
ら

し
た
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」 

紗
季
「
勉
強
す
る
よ
り
敵
を
減
ら
す
方
が
合
格
率
が 

上
が
る
っ
て
こ
と
？
」 

紗
季
「
あ
の
レ
ベ
ル
だ
と
そ
う
な
ん
じ
ゃ
な
い
？
」 

優
菜

「
（

鼻
で
笑
っ
て
）
い
い
ね…

…

そ
っ
ち
が
そ 

の
気
な
ら
受
け
て
立
つ
よ…

…

浪
川
」 

優
菜
、
不
敵
に
微
笑
む
。 

 

〇
タ
イ
ト
ル
「
解
答
透
視
眼
鏡
」 

 

〇
桜
川
高
校
・
教
室
・
内 

体
操
服
に
着
替
え
る
女
子
生
徒
た
ち
。 
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優
菜
、
眼
鏡
を
ポ
ー
チ
に
入
れ
、
そ
の
フ
ァ

ス
ナ
ー
に
４
桁
の
ダ
イ
ヤ
ル
式
南
京
錠
を
付

け
る
。 

紗
季
「
何
し
て
ん
の
？
」 

優
菜
「
体
育
の
時
は
目
を
離
す
か
ら
ね
。
ダ
イ
ヤ
ル 

何
番
に
し
よ
う
か
な
」 

紗
季
「
眼
鏡
よ
り
制
服
盗
ま
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
？
」 

 
 

 

優
菜
、
黒
板
の
今
日
の
日
付
『
１
２
月
１
０ 

日
』
を
見
る
。 

ダ
イ
ヤ
ル
を
セ
ッ
ト
し
、
ポ
ー
チ
が
開
か
な

い
こ
と
を
確
認
し
て
鞄
に
し
ま
う
。 

 

〇
同
・
運
動
場 

男
子
と
女
子
が
離
れ
て
整
列
し
て
い
る
。 

男
女
と
も
点
呼
中
。 

女
子
の
方
に
い
る
優
菜
と
紗
季
。 

優
菜
、
ふ
と
男
子
の
方
を
見
る
。 

男
子
担
当
教
師
「
お
い
！
浪
川
ど
こ
行
っ
た
」 

男
子
１
「
さ
あ
」 

優
菜
「…

…

？
」 
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男
子
２
「
そ
う
い
や
腹
痛
い
と
か
で
ト
イ
レ
行
く
っ 

て
言
っ
て
ま
し
た
よ
」 

優
菜
「
！
」 

優
菜
、
男
子
の
集
団
を
見
渡
し
、
浪
川
が
い

な
い
こ
と
に
気
付
く
。 

 

〇
同
・
４
階
廊
下 

浪
川
、
窓
か
ら
運
動
場
に
優
菜
が
い
る
こ
と

を
確
認
し
、
教
室
へ
入
る
。 

 

〇
同
・
教
室
・
内 

浪
川
、
優
菜
の
席
へ
行
き
、
引
き
出
し
を
確

認
す
る
。 

浪
川
「…

…

」 

優
菜
の
鞄
を
漁
る
。 

南
京
錠
付
ポ
ー
チ
を
見
つ
け
る
。 

浪
川
「
南
京
錠…

…

そ
れ
ほ
ど
大
事
か
」 

浪
川
、
南
京
錠
の
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
す
。 

 

〇
同
・
運
動
場 
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ソ
ワ
ソ
ワ
す
る
優
菜
、
挙
手
す
る
。 

優
菜
「
先
生
！
お
腹
が
痛
い
の
で
お
手
洗
い
に
」 

と
、
返
事
を
待
た
ず
に
列
か
ら
抜
け
る
。 

先
生
「
ち
ょ
っ
と
！
」 

紗
季
「
優
菜…

…

？
」 

優
菜
、
校
舎
内
へ
疾
走
。 

 

〇
同
・
教
室
・
内 

浪
川
、
南
京
錠
に
手
こ
ず
っ
て
い
る
。 

 

〇
同
・
廊
下
～
階
段 

優
菜
、
廊
下
を
全
速
力
で
走
り
、
階
段
を
一 

段
飛
ば
し
で
上
る
。 

優
菜
「
や
っ
ぱ
り
気
付
い
て
た…

…

！
」 

優
菜
、
踊
り
場
で
曲
が
る
と
、
降
り
て
来
た

飯
島
と
ぶ
つ
か
る
。 

優
菜
「
キ
ャ
ッ
！
」 

 
 

 

転
倒
す
る
優
菜
。 

飯
島
、
大
量
の
資
料
を
周
囲
に
ぶ
ち
ま
け
る
。 

飯
島
「
何
し
て
ん
だ
！
」 
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優
菜
「
す
、
す
み
ま
せ
ん
！
」 

優
菜
、
無
視
し
て
行
こ
う
と
す
る
。 

飯
島
「
テ
メ
ェ
も
拾
え
や
！
」 

優
菜
「
え…

…

あ…
…

」 

優
菜
、
一
瞬
迷
う
が
、
資
料
を
拾
い
始
め
る
。 

 

〇
同
・
教
室
・
内 

浪
川
、
南
京
錠
の
４
桁
の
ダ
イ
ヤ
ル
が
分
か

ら
ず
、
優
菜
の
鞄
か
ら
生
徒
手
帳
を
取
り
出

す
。 

手
帳
に
は
『
生
年
月
日
：
２
０
０
６
年
１
０

月
２
６
日
』
と
あ
る
。 

ダ
イ
ヤ
ル
を
『
２
０
０
６
』
に
セ
ッ
ト
。 

開
錠
さ
れ
な
い
。 

浪
川
「
ク
ソ
！
」 

『
１
０
２
６
』
に
セ
ッ
ト
し
始
め
る
。 

 

〇
同
・
階
段 

優
菜
、
飯
島
の
資
料
を
拾
い
終
わ
る
。 

優
菜
「
じ
ゃ
あ
こ
れ
で
」 



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 24 

走
り
出
そ
う
と
す
る
優
菜
。 

飯
島
「
だ
か
ら
走
ん
な
っ
つ
っ
て
ん
だ
ろ
！
」 

優
菜
「
う
ッ…

…

」 

飯
島
「
ち
ょ
っ
と
こ
っ
ち
向
け
！
」 

優
菜
、
拳
を
強
く
握
り
し
め
る
。 

飯
島
「
大
体
お
前
は
さ…

…

」 

飯
島
の
説
教
が
始
ま
る
。 

優
菜
、
足
を
小
刻
み
に
揺
ら
し
始
め
る
。 

 

〇
同
・
教
室
・
内 

浪
川
、
『
１
０
２
６
』
で
も
開
錠
で
き
な
い
。 

周
囲
を
見
渡
す
。 

黒
板
の
『
１
２
月
１
０
日
』
が
目
に
と
ま
る
。 

浪
川
「…

…

」 

浪
川
、
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
す
。 

 

〇
同
・
階
段 

飯
島
、
優
菜
に
説
教
し
て
い
る
。 

飯
島
「
て
こ
と
だ
！
分
か
っ
た
か
！
」 

優
菜
「
は
い
！
分
か
り
ま
く
り
ま
し
た
！
」 
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上
の
階
へ
疾
走
す
る
優
菜
。 

飯
島
「
お
い
！
走
っ
て
ん
じ
ゃ
ね
え
よ
！
」 

飯
島
、
怒
り
で
資
料
を
真
っ
二
つ
に
破
る
。 

 
〇
同
・
教
室
・
内 

浪
川
、
走
っ
て
く
る
足
音
が
廊
下
か
ら
聞
こ

え
る
。 

浪
川
「…

ッ
！
」 

×
 

 
 

×
 

 
 

×
 

優
菜
、
ド
ア
を
バ
ン
ッ
と
開
け
入
る
。 

誰
も
見
当
た
ら
な
い
。 

自
分
の
鞄
の
中
身
を
ひ
っ
く
り
返
す
優
菜
。 

優
菜
「
な
い
！
」 

教
卓
の
下
に
、
優
菜
の
ポ
ー
チ
を
持
つ
浪
川

が
隠
れ
て
い
る
。 

紗
季
が
入
っ
て
く
る
。 

紗
季
「
優
菜
！
い
き
な
り
ど
う
し
た
の
！
？
」 

優
菜
「
ク
ソ
ッ…

…

！
」 

紗
季
「…

…

優
菜
？
」 

優
菜
、
肩
で
呼
吸
し
て
い
る
。 
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〇
同
・
女
子
ト
イ
レ
・
内 

優
菜
、
紗
季
の
隣
で
顔
を
洗
っ
て
い
る
。 

紗
季
「
浪
川
が
盗
っ
た
の
よ
」 

優
菜
「
大
丈
夫
。
南
京
錠
の
ダ
イ
ヤ
ル
は
何
の
意
味 

も
な
い
番
号
だ
か
ら
ま
ず
開
け
ら
れ
な
い
」 

紗
季
「
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
」 

優
菜
「…

…

？
」 

紗
季
「
次
の
時
間
、
数
学
の
小
テ
ス
ト
じ
ゃ
な
か
っ 

た
っ
け…

…

」 

優
菜
「
あ…

…

」 

紗
季
「
期
末
で
１
位
だ
っ
た
の
に
、
小
テ
ス
ト
の
点 

数
が
低
い
な
ん
て
あ
の
時
不
正
し
て
た
っ
て
言
う

の
と
同
じ
じ
ゃ
ん
！
」 

優
菜
「
い
や
、
そ
れ
よ
り
マ
マ
が…

…

ク
ソ
ッ
！
」 

優
菜
、
思
い
切
り
扉
を
蹴
り
飛
ば
す
。 

紗
季
「
ッ
！
」 

優
菜
「
何
と
か
し
な
い
と…

…

！
」 

鏡
に
映
る
自
分
を
睨
む
優
菜
。 

 

〇
同
・
教
室
・
内 
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全
員
が
小
テ
ス
ト
に
備
え
て
勉
強
す
る
中
、

ひ
と
り
頭
を
抱
え
る
優
菜
。 

紗
季
、
優
菜
を
心
配
そ
う
に
見
る
。 

優
菜
Ｍ
「
飯
島
が
来
る
前
に
何
と
か
し
な
い
と…

…
 

浪
川
に
眼
鏡
を
返
せ
と
迫
る
？
い
や
、
浪
川
が
盗

っ
た
証
拠
が
な
い
し
シ
ラ
を
切
ら
れ
る
だ
け
。
ト

イ
レ
で
や
り
過
ご
す
か
？
た
か
が
１
５
分…

…

い

や
、
飯
島
は
テ
ス
ト
中
の
退
出
を
絶
対
認
め
な
い
。

し
か
も
そ
れ
だ
と
『
や
は
り
眼
鏡
が
な
い
と
ダ
メ

な
ん
だ
』
と
浪
川
に
確
証
さ
せ
る
だ
け…

…

ク
ソ

ッ
！
」 優

菜
、
ふ
と
廊
下
に
あ
る
掃
除
用
具
ロ
ッ
カ

ー
を
見
る
。 

優
菜
「…

…

」 

飯
島
、
入
室
。 

飯
島
「
席
に
着
け
、
試
験
始
め
る
ぞ
。
ト
イ
レ
行
き 

た
い
奴
は
今
行
け
！
途
中
退
室
は
一
切
認
め
ん
」 

挙
手
す
る
優
菜
。 

紗
季
と
浪
川
、
優
菜
を
見
る
。 

優
菜
「
行
っ
て
い
い
で
す
か
」 
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飯
島
「
さ
っ
さ
と
戻
っ
て
来
い
よ
」 

出
て
行
く
優
菜
。 

大
神
、
眼
鏡
を
拭
い
て
い
る
。 

 
〇
同
・
４
階
廊
下
～
階
段 

優
菜
、
廊
下
を
疾
走
し
、
階
段
を
駆
け
下
り

る
。 

 

〇
同
・
１
階
廊
下 

優
菜
、
放
送
室
の
前
ま
で
来
る
。 

周
囲
に
誰
も
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
、

壁
に
あ
る
火
災
報
知
機
の
ボ
タ
ン
を
押
す
。 

 

〇
同
・
教
室
・
内 

火
災
報
知
音
が
鳴
り
響
く
。 

騒
然
と
す
る
生
徒
た
ち
。 

紗
季
「
な
、
な
に
！
？
」 

 
 

 

ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
録
音
さ
れ
た
女
の
声
が
流 

れ
る
。 

女
の
声
「
只
今
２
階
の
食
堂
か
ら
火
災
が
発
生
し
ま 
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し
た
。
生
徒
は
、
教
師
の
指
示
に
従
っ
て
運
動
場

に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
」 

騒
然
と
す
る
生
徒
た
ち
。 

飯
島
「
落
ち
着
け
！
全
員
廊
下
に
並
べ
」 

紗
季
「
優
菜
は
！
？
」 

飯
島
「
い
い
か
ら
並
べ
！
」 

全
員
、
廊
下
へ
出
る
。 

 

〇
同
・
４
階
廊
下 

３
年
生
全
員
が
並
ん
で
い
る
。 

紗
季
、
走
っ
て
く
る
。 

紗
季
「
ト
イ
レ
に
い
ま
せ
ん
！
」 

飯
島
「
佐
藤
は
俺
が
探
す
！
ま
ず
は
お
前
ら
だ
」 

紗
季
、
戸
惑
い
つ
つ
も
、
全
員
と
移
動
す
る
。 

し
ば
ら
く
す
る
と
人
が
い
な
く
な
る
。 

掃
除
用
品
ロ
ッ
カ
ー
が
開
き
、
優
菜
が
出
て

く
る
。 

優
菜
「
よ
し
」 

優
菜
、
教
室
へ
。 
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〇
同
・
教
室
・
内 

優
菜
、
浪
川
の
鞄
か
ら
ポ
ー
チ
を
取
り
出
す
。 

優
菜
「
浪
川…

…

！
」 

ポ
ー
チ
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
押
し
込
む
。 

 

〇
同
・
運
動
場 

校
長
、
整
列
中
の
全
校
生
徒
に
話
し
て
い
る
。 

優
菜
が
走
っ
て
く
る
。 

飯
島
、
優
菜
に
気
付
き
、 

飯
島
「
お
い
！
ど
こ
に
い
た
」 

優
菜
「
お
腹
が
痛
く
て
保
健
室
に…
…
」 

飯
島
「
勝
手
な
こ
と
し
や
が
っ
て
！
さ
っ
さ
と
並
べ
」 

優
菜
、
列
に
入
る
。 

紗
季
「
優
菜
！
」 

優
菜
「
心
配
か
け
て
ご
め
ん
」 

校
長
「
火
事
は
発
生
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
恐 

ら
く
誤
報
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
放
送
に
関
し

て
は
先
月
実
施
し
た
火
災
訓
練
の
時
の
Ｃ
Ｄ
が
カ

セ
ッ
ト
に
入
っ
て
い
た
ま
ま
で
し
た
。
申
し
訳
ご

ざ
い
ま
せ
ん
」 
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校
長
、
頭
を
下
げ
る
。 

不
敵
な
笑
み
を
浮
か
べ
る
優
菜
。 

 

〇
同
・
昇
降
口
（
夕
） 

生
徒
た
ち
が
帰
宅
し
て
い
る
。 

優
菜
と
紗
季
、
靴
を
履
き
替
え
て
い
る
。 

紗
季
「
良
か
っ
た
ね
、
数
学
の
小
テ
ス
ト
中
止
に
な 

っ
て
」 

優
菜
「
私
っ
て
運
良
い
か
も
」 

紗
季
「
良
す
ぎ
だ
け
ど
ね
」 

優
菜
「…

…

」 

紗
季
「
優
菜
が
鳴
ら
し
た
で
し
ょ
」 

優
菜
「…

…

」 

紗
季
、
優
菜
の
顔
を
見
て
笑
う
。 

紗
季
「
冗
談
だ
っ
て
！
何
マ
ジ
顔
し
て
ん
の
よ
」 

優
菜
「
い
や
、
し
て
な
い
し
」 

紗
季
「
て
い
う
か
話
変
わ
る
け
ど
、
優
菜
っ
て
大
神 

と
付
き
合
っ
て
ん
の
？
」 

優
菜
「
変
わ
り
過
ぎ
で
し
ょ
」 

紗
季
「
そ
う
い
う
噂
が
流
れ
て
る
ん
だ
け
ど
」 
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優
菜
「
な
に
そ
れ
？
普
通
に
デ
マ
な
ん
だ
け
ど
。
て 

い
う
か
大
神
君
っ
て
ず
っ
と
眼
鏡
イ
ジ
っ
て
て
怖

い
ん
だ
よ
ね
」 

紗
季
「
言
え
て
る
。
き
っ
と
眼
鏡
フ
ェ
チ
な
の
よ
」 

優
菜
と
紗
季
、
笑
う
。 

 

〇
道
（
夕
） 

優
菜
と
紗
季
、
歩
い
て
い
る
。 

紗
季
「
そ
う
い
え
ば
今
日
パ
パ
と
会
う
ん
だ
っ
け
」

優
菜

「
（

満
面
の
笑
み
）
う
ん
！
」 

紗
季
「
楽
し
ん
で
来
て
ね
」 

優
菜
「
も
ち
ろ
ん
！
」 

優
菜
と
紗
季
、
手
を
振
っ
て
別
れ
る
。 

 

〇
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
・
内
（
夜
） 

３
人
席
に
座
る
優
子
、
腕
時
計
を
見
る
。 

優
菜
、
ハ
ン
カ
チ
で
手
を
拭
き
な
が
ら
ト
イ

レ
か
ら
戻
っ
て
く
る
。 

優
菜
「
ま
だ
？
」 

優
菜
、
扉
を
見
る
。 



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 33 

佐
藤
誠
也(55)

が
入
っ
て
く
る
。 

優
菜
「
パ
パ
！
」 

優
菜
、
誠
也
に
手
を
振
る
。 

誠
也
、
笑
顔
で
優
菜
に
手
を
振
り
返
す
。 

誠
也
を
睨
む
優
子
。 

×
 

 
 

×
 

 
 

×
 

テ
ー
ブ
ル
に
は
食
事
や
飲
み
物
、
プ
リ
ザ
ー

ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
が
綺
麗
に
並
ん
で
い
る
。 

優
菜
、
優
子
、
誠
也
、
行
儀
良
く
食
事
中
。 

優
菜

「
（

誠
也
に
）
元
気
？
」 

誠
也
「
あ
あ
。
優
菜
も
元
気
そ
う
で
良
か
っ
た
。
少 

し
見
な
い
間
に
大
き
く
な
っ
た
な
」 

優
菜
「
も
う
１
８
だ
も
ん
」 

誠
也
「
大
人
っ
ぽ
く
な
っ
た
な
」 

優
菜
「
そ
う
か
な
？
」 

髪
を
触
る
優
菜
の
頬
が
紅
潮
す
る
。 

優
子
、
わ
ざ
と
ら
し
く
フ
ォ
ー
ク
を
ガ
チ
ン

ッ
と
皿
に
ぶ
つ
け
る
。 

ビ
ク
ッ
と
す
る
優
菜
と
誠
也
。 

優
子
「
あ
ら
、
ご
め
ん
な
さ
い
」 
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優
菜
「…

…

」 

誠
也

「
（

優
菜
に
）
最
近
楽
し
か
っ
た
こ
と
と
か
、 

色
々
話
し
て
く
れ
よ
」 

優
菜
「
あ
、
う
ん
！
昨
日
ね
、
紗
季
と

、
」 

優
子

「
（

遮
っ
て
）
こ
の
子
、
こ
の
間
の
期
末
試
験 

で
学
年
１
位
に
な
っ
た
の
よ
」 

優
菜
「
あ…

…

」 

誠
也
「
本
当
か
？
」 

優
子
「
え
え
。
桜
川
高
校
で
も
１
位
と
な
れ
ば
東
大 

で
も
ど
こ
で
も
行
け
る
わ
」 

誠
也
「
お
前
に
聞
い
て
な
い
よ
。
優
菜
、
そ
う
な
の 

か
？
」 

優
菜
「
う
、
う
ん
、
ほ
と
ん
ど
満
点
だ
っ
た
の
。
数 

学
だ
け
満
点
取
り
損
ね
ち
ゃ
っ
た
け
ど
」 

誠
也
「
よ
く
頑
張
っ
た
な
。
優
菜
が
一
生
懸
命
勉
強 

し
た
と
思
う
だ
け
で
、
そ
れ
だ
け
で
嬉
し
い
よ
。

結
果
は
二
の
次
さ
」 

優
菜
「
パ
パ…

…

」 

優
子
、
鼻
で
笑
う
。 

誠
也
「…

…

あ
？
」 
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優
子
「
相
変
わ
ら
ず
甘
い
の
ね
」 

誠
也
「
な
ん
だ
と
？
」 

優
子
「
あ
な
た
と
別
れ
て
か
ら
２
人
の
成
績
は
格
段 

に
上
が
っ
た
わ
。
優
馬
が
医
学
部
に
行
け
た
の
も

優
菜
が
伸
び
た
の
も
全
部
私
が
勉
強
を
見
る
よ
う

に
な
っ
た
お
か
げ
よ
。
今
や
ご
近
所
さ
ん
も
マ
マ

友
も
全
員
私
に
教
え
を
乞
う
わ
」 

誠
也
「
子
供
は
お
前
の
ブ
ラ
ン
ド
バ
ッ
グ
じ
ゃ
ね
ぇ 

ぞ
。
そ
れ
に
そ
の
結
果
は
全
部
２
人
の
努
力
の
賜

物
だ
」 

優
子
「
負
け
惜
し
み
ね
」 

優
子
、
下
品
な
笑
い
声
を
あ
げ
る
。 

誠
也
「
テ
メ
ェ…

…

！
」 

 
 

 

ナ
プ
キ
ン
を
テ
ー
ブ
ル
に
放
る
優
子
。 

優
子
「
帰
る
わ
よ
」 

優
菜
「
え
！
も
う
！
？
」 

優
子
「
用
は
済
ん
だ
わ
」 

優
菜
「
え…

…

」 

優
子
、
荷
物
を
持
っ
て
出
て
行
く
。 

優
菜
、
す
が
る
よ
う
に
誠
也
を
見
る
。 
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誠
也
「…

…

悪
い
な
、
２
年
ぶ
り
だ
っ
た
の
に
」 

優
菜
の
目
に
涙
が
浮
か
ぶ
。 

優
菜
「…

…

ま
た
ね
」 

と
、
優
子
の
後
を
追
う
。 

 

〇
同
・
表 優

菜
、
優
子
に
追
い
つ
く
。 

優
子
「
東
大
よ
」 

優
菜
「…

…

え
？
」 

優
子
「
あ
な
た
は
東
大
に
行
き
な
さ
い
！
そ
し
て
あ 

の
男
に
後
悔
さ
せ
て
や
る
の
よ
！
い
い
わ
ね
！
？
」 

優
子
、
優
菜
を
睨
み
付
け
る
。 

固
唾
を
飲
む
優
菜
。 

 

〇
桜
川
高
校
・
教
室
・
内 

浪
川
、
眠
っ
て
い
る
。 

自
習
中
の
紗
季
の
下
に
、
優
菜
が
来
る
。 

優
菜
「
ち
ょ
っ
と
頼
み
が
あ
る
ん
だ
け
ど
」 

紗
季
「
ん
？
」 

優
菜
「
来
週
、
共
通
テ
ス
ト
で
し
ょ
？
そ
こ
で
ま
た 
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浪
川
に
邪
魔
さ
れ
た
ら
シ
ャ
レ
に
な
ん
な
い
か
ら

さ
、
そ
の
前
に
こ
っ
ち
か
ら
攻
め
よ
う
と
思
う
ん

だ
け
ど
、
協
力
し
て
く
れ
な
い
か
な
」 

紗
季
「…

…

ま
さ
か
入
試
で
も
あ
の
眼
鏡
使
う
の
？
」 

優
菜
「
な
ん
で
使
わ
な
い
の
？
」 

紗
季
「…

…
」 

優
菜
「
そ
こ
で
ち
ょ
っ
と
手
伝
っ
て
ほ
し
い
の
」 

紗
季
「
忙
し
い
ん
だ
け
ど
」 

優
菜
「
そ
こ
を
何
と
か
、
１
日
だ
け
！
」 

紗
季
「…

…

」 

優
菜
「…

…

じ
ゃ
な
い
と
マ
マ
と
パ
パ
が…

…

」 

紗
季
「…

…

パ
フ
ェ
２
つ
な
ら
」 

優
菜
「
ホ
ン
ト
！
？
あ
り
が
と
う
！
」 

紗
季
「
で
、
何
す
る
の
？
」 

優
菜
「
浪
川
と
デ
ー
ト
す
る
の
」 

紗
季
「
は
？
」 

優
菜
、
浪
川
を
見
る
。 

 

〇
カ
フ
ェ
・
内 

浪
川
、
席
で
前
髪
を
整
え
て
い
る
。 
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遠
く
の
席
で
パ
フ
ェ
を
２
つ
食
べ
る
紗
季
。 

優
菜
、
入
っ
て
く
る
。 

浪
川
「
１
分
遅
刻
だ
」 

優
菜
「
あ
な
た
、
モ
テ
な
い
で
し
ょ
」 

浪
川
「
勉
強
を
教
え
て
欲
し
い
っ
て
？
」 

優
菜
「
共
通
テ
ス
ト
ま
で
後
少
し
だ
か
ら
」 

浪
川
「
聞
く
こ
と
あ
る
か
？
最
近
凄
い
勢
い
で
伸
び 

て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
。
魔
法
の
よ
う
に
」 

優
菜
「…

…

実
力
で
す
」 

浪
川
「
そ
う
か
。
な
ら
俺
も
色
々
聞
こ
う
か
な
」 

優
菜
「
オ
ッ
ケ
ー
」 

浪
川
「
良
か
っ
た
ら
先
に
俺
か
ら
で
も
い
い
か
な
」 

優
菜
「
別
に
い
い
よ
」 

浪
川
「
数
学
で
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
」 

浪
川
、
数
学
の
参
考
書
を
開
く
。 

浪
川

「
（

問
題
を
指
し
て
）
こ
こ
な
ん
だ
が
」 

優
菜
、
参
考
書
の
表
紙
を
見
る
。 

優
菜

「
『

プ
ラ
チ
ナ
数
学
』
？
」 

浪
川
「
超
難
問
で
さ
。
一
回
解
い
て
み
て
く
れ
よ
」

優
菜
「
問
４
０
番
？
」 
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浪
川
「
あ
あ
」 

優
菜
、
眼
鏡
を
取
り
出
し
、
か
け
る
。 

そ
の
様
子
を
凝
視
す
る
浪
川
。 

優
菜
「
何
か
食
べ
て
て
い
い
よ
？
」 

浪
川
「…

…

」 
優
菜
、
ノ
ー
ト
に
問
題
を
解
き
始
め
る
。 

×
 

 
 

×
 

 
 

×
 

伸
び
を
す
る
優
菜
。 

優
菜
「
終
わ
っ
た
～
！
」 

浪
川
、
優
菜
の
答
え
合
わ
せ
を
始
め
る
。 

優
菜
「
お
疲
れ
様
と
か
な
い
わ
け
」 

浪
川
「
早
か
っ
た
な
」 

 
 

 

優
菜
の
解
答
と
正
解
を
見
比
べ
る
浪
川
。 

浪
川
「…

…

合
っ
て
る
」 

優
菜
「
や
っ
た
ね
」 

浪
川
「
全
国
模
試
２
位
の
俺
で
も
３
０
分
は
か
か
っ 

た
の
に
、
た
っ
た
の
１
０
分
か
」 

優
菜
「…

…

分
か
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
？
」 

浪
川
「
ち
ょ
っ
と
ト
イ
レ
」 

席
を
立
つ
浪
川
。 
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優
菜
、
眼
鏡
を
机
に
置
き
、
深
呼
吸
。 

紗
季
、
ス
マ
ホ
を
見
て
い
る
。 

浪
川
、
ト
イ
レ
の
前
に
着
く
と
、
そ
の
ま
ま

席
へ
戻
り
始
め
る
。 

遠
回
り
に
し
て
優
菜
の
背
後
へ
回
る
。 

浪
川

「
（

優
菜
に
）
そ
う
い
え
ば
眼
鏡
い
つ
か
ら
か 

け
始
め
た
ん
だ
？
」 

優
菜

「
（

振
り
返
っ
て
）
！
？
」 

浪
川
、
優
菜
の
隙
を
つ
い
て
、
眼
鏡
を
取
る
。 

優
菜
「
あ…

…

！
」 

浪
川
「
お
洒
落
だ
な
」 

浪
川
、
眼
鏡
を
か
け
る
。 

硬
直
す
る
優
菜
。 

浪
川
Ｍ
「
さ
あ
！
こ
れ
の
正
体
を…

…

！
」 

浪
川
、
参
考
書
を
見
る
。 

浪
川
「…
…

ッ
！
？
」 

眼
鏡
越
し
に
解
答
が
浮
き
上
が
っ
て
い
な
い
。 

視
界
も
良
好
だ
。 

浪
川
「…

…

そ
ん
な…

…

」 

優
菜
の
顔
が
一
瞬
ニ
ヤ
け
る
。 
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優
菜

「
（

怒
っ
た
顔
で
）
ち
ょ
っ
と
！
返
し
て
よ
」 

優
菜
、
呆
然
と
す
る
浪
川
か
ら
眼
鏡
を
奪
う
。 

優
菜
「
何
な
の
よ
、
も
う
」 

優
菜
、
眼
鏡
を
持
っ
て
立
つ
。 

 

〇
同
・
女
子
ト
イ
レ
・
内 

優
菜
、
入
っ
て
鍵
を
閉
め
る
。 

優
菜
「
ハ
ハ…

…

ハ
ハ
ハ…

…

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
！
」 

眼
鏡
を
握
り
し
め
る
。 

優
菜
「
残
念…

…

こ
れ
は
た
だ
の
伊
達
眼
鏡
。
問
題 

を
解
い
て
い
た
の
は
私
じ
ゃ
な
い
」 

優
菜
、
髪
を
か
き
あ
げ
る
と
、
右
耳
に
ワ
イ

ヤ
レ
イ
ヤ
ホ
ン
が
。 

優
菜

「
（

通
話
）
終
わ
っ
た
よ
、
紗
季
」 

紗
季
の
声
「
Ｏ
Ｋ
、
じ
ゃ
あ
帰
る
ね
」 

優
菜
「
あ
り
が
と
う
」 

通
話
が
切
れ
る
。 

優
菜
「
解
い
て
い
た
の
は
紗
季
。
紗
季
に
参
考
書
名

と
問
題
番
号
を
伝
え
、
紗
季
が
電
子
書
籍
で
買

い
、
解
答
を
私
に
言
う
。
そ
れ
で
浪
川
の
目
の
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前
で
難
問
を
眼
鏡
な
し
で
解
く…

…

こ
れ
で
ア

イ
ツ
も
私
の
実
力
だ
と
信
じ
る
し
か
な
い
」 

鏡
に
映
る
自
分
を
見
る
。 

優
菜
「
せ
っ
か
く
色
々
準
備
し
て
き
た
の
に
、
結
局 

一
番
簡
単
な
パ
タ
ー
ン
か
。
つ
ま
ん
な
」 

優
菜
、
伊
達
眼
鏡
を
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
る
。 

 

〇
同
・
内 放

心
状
態
の
浪
川
の
下
に
、
優
菜
が
戻
る
。 

優
菜
「
ご
め
ん
！
今
マ
マ
か
ら
電
話
が
あ
っ
て
、
お 

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
倒
れ
た
っ
て
」 

浪
川
「…

…

」 

優
菜
「
ホ
ン
ト
ご
め
ん
！
ま
た
今
度
ね
」 

優
菜
、
お
金
を
置
い
て
出
て
い
く
。 

 

〇
同
・
表 優

菜
、
空
気
を
吸
う
。 

物
陰
に
誰
か
が
い
る
。 

優
菜
「
こ
れ
で
私
を
疑
う
余
地
は
な
く
な
っ
た
。
完 

全
に
私
の
勝
ち
」 
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物
陰
か
ら
出
て
来
る
紗
季
。 

紗
季
「
負
け
だ
よ…

…

お
前
の
」 

 
 

 

紗
季
、
笑
う
優
菜
を
睨
む
。 

 
〇
東
慶
大
学
・
表
（
朝
） 

看
板
に
『
共
通
テ
ス
ト
試
験
会
場
』
と
あ
る
。 

 

〇
同
・
大
講
義
室
・
内
（
朝
） 

静
か
に
着
席
し
て
い
る
受
験
生
た
ち
。 

そ
の
中
に
眼
鏡
を
か
け
る
優
菜
が
い
る
。 

机
に
は
社
会
の
問
題
と
解
答
用
紙
。 

試
験
監
督
、
腕
時
計
を
見
て
い
る
。 

時
計
の
針
が
９
時
３
０
分
を
指
す
。 

試
験
監
督
「
始
め
！
」 

全
員
、
一
斉
に
ペ
ン
を
持
つ
。 

 

〇
同
・
教
務
室
・
内
（
朝
） 

郵
便
配
達
員
が
来
る
。 

職
員
の
東
野
、
対
応
す
る
。 

配
達
員
「
速
達
で
す
」 
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東
野
、
封
筒
を
開
け
、
中
の
書
類
を
見
る
。 

東
野
「
こ
れ
は…

…

」 

東
野
、
何
度
も
書
類
を
読
み
返
す
。 

 
〇
東
慶
大
学
・
大
講
義
室
・
内 

全
員
が
解
答
し
て
い
る
中
、
ゆ
っ
く
り
と
国

語
の
見
直
し
を
し
て
い
る
優
菜
。 

眼
鏡
越
し
に
解
答
が
浮
か
ん
で
い
る
。 

試
験
監
督
の
腕
時
計
が
１
４
時
２
０
分
を
指

す
。 

試
験
監
督
「
そ
こ
ま
で
！
」 

全
員
、
一
斉
に
ペ
ン
を
置
く
。 

×
 

 
 

×
 

 
 

×
 

試
験
監
督
、
回
収
し
た
解
答
用
紙
を
数
え
終

わ
る
。 

試
験
監
督
「
で
は
、
休
憩
時
間
に
入
っ
て
下
さ
い
」 

全
員
が
席
を
立
つ
。 

優
菜
「
残
り
は
英
語
か
」 

余
裕
の
笑
み
を
浮
か
べ
る
優
菜
、
退
出
し
よ

う
と
扉
に
手
を
か
け
る
。 
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そ
れ
と
同
時
に
先
に
扉
が
バ
ン
と
開
き
、
東

野
と
職
員
２
人
が
入
っ
て
く
る
。 

東
野
「
全
員
動
か
な
い
で
く
だ
さ
い
！
」 

優
菜
「…

…

？
」 

東
野
「
こ
の
会
場
に
不
正
行
為
を
行
っ
て
い
る
者
が 

い
る
と
い
う
情
報
が
入
り
ま
し
た
の
で
、
今
か
ら

全
員
の
所
持
品
検
査
を
し
ま
す
！
」 

優
菜
「
！
？
」 

騒
然
と
す
る
受
験
生
た
ち
。 

優
菜
、
咄
嗟
に
眼
鏡
を
外
し
、
ポ
ケ
ッ
ト
へ
。 

東
野

「
（

優
菜
に
）
席
へ
戻
っ
て
下
さ
い
」 

優
菜
、
胸
に
手
を
当
て
て
、 

優
菜
「
お
手
洗
い
が
我
慢
で
き
な
い
ん
で
す
が…

…
」

東
野
「
で
は
、
ま
ず
あ
な
た
か
ら
調
べ
ま
す
の
で
、 

 

そ
の
後
行
っ
て
く
だ
さ
い
」 

優
菜
「…
…

」 

席
へ
戻
る
優
菜
。 

 

〇
ア
パ
ー
ト
・
佐
藤
家
・
リ
ビ
ン
グ
・
内 

優
子
、
豪
華
な
食
事
を
用
意
し
て
い
る
。 
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優
子
「
良
い
報
告
待
っ
て
る
わ
よ
」 

満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
る
優
子
。 

 

〇
東
慶
大
学
・
大
講
義
室
・
内 

女
性
職
員
、
優
菜
の
鞄
を
検
査
し
て
い
る
。 

そ
の
様
子
を
見
る
優
菜
と
東
野
。 

他
の
受
験
生
も
野
次
馬
の
如
く
見
る
。 

優
菜
Ｍ
「
落
ち
着
け…

…
眼
鏡
と
は
知
ら
な
い
は
ず
」 

女
性
職
員
「
特
に
怪
し
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
」 

優
菜
、
小
さ
く
安
堵
の
溜
息
を
つ
く
。 

東
野
「
あ
な
た
、
眼
鏡
は
持
っ
て
い
ま
す
か
？
」 

優
菜
「…

…

え
」 

東
野
「
持
っ
て
い
る
ん
で
す
か
？
」 

優
菜
「
い
、
い
え…
…

」 

東
野
「
そ
う
で
す
か…

…

で
は
、
そ
の
跡
は
何
で 

す
？
」 東

野
、
優
菜
の
鼻
の
赤
い
眼
鏡
跡
を
指
す
。 

優
菜
「
こ
、
こ
れ
は…

…

」 

女
性
職
員
が
優
菜
の
身
体
検
査
を
始
め
る
。 

優
菜
「…

…

ッ
！
」 
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女
性
職
員
、
優
菜
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
触
れ
る
。 

女
性
職
員
「
こ
れ
は…

…

」 

優
菜
「
や
、
や
め
て
ッ…

…

！
」 

優
菜
、
職
員
の
手
を
振
り
払
い
、
逃
走
す
る
。 

東
野
「
お
い
！
待
て
！
」 

優
菜
を
追
い
か
け
る
東
野
。 

 

〇
同
・
廊
下 

走
る
東
野
、
徐
々
に
優
菜
に
近
づ
く
。 

優
菜
「
ク
ソ…

…

！
」 

優
菜
、
立
ち
止
ま
っ
て
眼
鏡
を
壁
に
叩
き
つ

け
始
め
る
。 

左
レ
ン
ズ
が
バ
リ
ン
と
割
れ
る
。 

東
野
「
ヤ
メ
ろ
！
」 

優
菜
、
右
レ
ン
ズ
も
叩
き
つ
け
る
。 

ヒ
ビ
が
入
っ
た
瞬
間
、
東
野
が
優
菜
を
取
り

押
さ
え
る
。 

 

〇
同
・
教
務
室
・
個
室
・
内 

机
に
は
参
考
書
が
あ
る
。 
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東
野
、
ヒ
ビ
が
入
っ
た
右
レ
ン
ズ
だ
け
の
眼

鏡
を
か
け
、
参
考
書
を
見
る
。 

東
野
「
な
ん
だ
こ
れ
は…

…

！
」 

優
菜
、
歯
を
食
い
し
ば
る
。 

 

〇
同
・
職
員
室
・
内
（
夕
） 

仕
事
中
の
飯
島
。 

固
定
電
話
が
鳴
る
。 

飯
島

「
（

出
て
）
は
い
、
桜
川
高
校
で
す
」 

東
野
の
声
「
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
わ
た
く 

し
、
東
慶
大
学
の
東
野
と
申
し
ま
す
が…

…

」 

飯
島
、
暫
く
通
話
し
て
い
る
と
、
驚
き
で
目

を
見
開
く
。 

 

〇
桜
川
高
校
・
外
観
（
夜
） 

雷
鳴
と
と
も
に
雨
が
降
り
始
め
る
。 

 

〇
同
・
教
室
・
内
（
夜
） 

ざ
わ
ざ
わ
と
す
る
生
徒
た
ち
。 
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紗
季
や
浪
川
、
数
種
類
の
眼
鏡
を
比
較
し
て

い
る
大
神
も
い
る
。 

ズ
ブ
濡
れ
の
飯
島
と
優
菜
が
入
っ
て
く
る
。 

静
ま
る
一
同
。 

飯
島
、
優
菜
を
教
壇
の
前
へ
突
き
飛
ば
す
。 

飯
島

「
（

全
員
に
）
試
験
お
疲
れ
。
私
立
や
国
公
立 

を
控
え
て
い
る
者
は
引
き
続
き
頑
張
れ
よ
。
約
１

名
を
除
い
て
な
」 

優
菜
「…

…

」 

飯
島

「
（

優
菜
に
）
さ
っ
さ
と
や
れ
」 

優
菜
、
ゆ
っ
く
り
と
膝
を
折
り
始
め
、
土
下

座
す
る
。 

浪
川
・
大
神
「
！
」 

紗
季
「…

…

」 

優
菜
「
私
は…
…

１
ヶ
月
ほ
ど
前
か
ら…

…

定
期
試 

験
や
小
テ
ス
ト
が
あ
る
度
に…

…

不
正
を
し
て
い

ま
し
た
」 

騒
然
と
す
る
生
徒
た
ち
。 

優
菜
「
そ
し
て
今
日
の
共
通
テ
ス
ト
で
も
同
じ
不
正 
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を
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た…

…

本
当
に…

…

申
し

訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
」 

優
菜
、
頭
を
床
に
擦
り
付
け
る
。 

 
〇
同
・
生
徒
指
導
室
・
内
（
夜
） 

紗
季
、
浪
川
、
飯
島
が
い
る
。 

優
菜
、
入
っ
て
く
る
。 

飯
島
「
怒
涛
の
質
問
攻
め
は
終
わ
っ
た
か
？
」 

優
菜
「…

…

」 

浪
川
「
事
情
は
聞
い
た
が
、
何
故
俺
が
呼
ば
れ
る
」 

優
菜
、
浪
川
を
睨
む
。 

優
菜
「
白
々
し
い…

…

」 

浪
川
「…

…

は
？
」 

優
菜
「
ア
ン
タ
が
チ
ク
っ
た
く
せ
に
ッ
！
」 

浪
川
「
は
あ
？
な
ん
で
俺
が
そ
ん
な
こ
と
し
な
き
ゃ 

い
け
な
い
ん
だ
よ
」 

優
菜
「
散
々
妨
害
し
て
お
い
て
何
を
今
更
！
」 

浪
川
「
妨
害
だ
と
？
」 

紗
季
、
笑
う
。 

優
菜
「…

…

？
」 
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紗
季
「
優
菜
、
ア
ン
タ
っ
て
本
当
に
バ
カ
な
の
ね
」

優
菜
「
え…

…

？
」 

紗
季
「
私
よ
。
大
学
に
告
発
文
を
送
っ
た
の
は
」 

優
菜
・
浪
川
・
飯
島
「
！
？
」 

紗
季
「
浪
川
が
優
菜
を
妨
害
す
る
理
由
あ
る
？
」 

優
菜
「
な…

…
何
言
っ
て
る
の
？
」 

紗
季

「
『

浪
川
が
合
格
率
上
げ
る
た
め
』
な
ん
て
嘘
、 

本
当
に
信
じ
て
た
ん
だ
」 

優
菜
「
嘘…

…

？
」 

紗
季
「
浪
川
の
行
動
の
動
機
は
全
然
別
。
分
か
る
？
」 

浪
川
「…

…

」 

紗
季
「
バ
カ
バ
カ
し
い
く
ら
い
単
純
」 

浪
川
「
お
、
お
い…

…

」 

紗
季
「
浪
川
は
ね
、
優
菜
の
こ
と
が
好
き
な
の
よ
」 

優
菜
・
飯
島
「…

…

？
」 

浪
川
、
顔
を
伏
せ
る
。 

紗
季
「
浪
川
が
優
菜
の
眼
鏡
を
や
た
ら
確
認
し
よ
う 

と
し
て
い
た
の
は
、
不
正
を
暴
く
た
め
じ
ゃ
な
く
、

優
菜
に
彼
氏
が
い
る
か
確
認
す
る
た
め
」 

優
菜
「…

…

は
？
」 
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紗
季
「
優
菜
が
眼
鏡
を
か
け
始
め
た
の
は
い
つ
？
」

優
菜
「…

…

１
ヶ
月
前
」 

紗
季
「
成
績
が
上
が
り
始
め
た
の
は
？
」 

優
菜
「…

…

も
ち
ろ
ん
、
１
ヶ
月
前
」 

紗
季
「
つ
ま
り
、
傍
か
ら
見
る
と
『
優
菜
は
眼
鏡
を 

か
け
始
め
た
時
期
か
ら
頭
も
良
く
な
っ
た
』
と
感

じ
る
わ
け
」 

優
菜
「
誰
も
そ
ん
な
こ
と
気
付
い
て
な
い
で
し
ょ
」 

紗
季
「
そ
う
、
普
通
は
気
付
か
な
い…

…

優
菜
を
ず 

っ
と
見
て
る
奴
以
外
は
ね
」 

浪
川
「…

…

」 

紗
季
「
浪
川
だ
け
は
ず
っ
と
見
て
い
た
。
だ
か
ら
眼 

鏡
と
成
績
の
因
果
に
気
付
い
た
。
浪
川
は
こ
う
思

っ
た
は
ず
。
『
優
菜
が
賢
く
な
っ
た
の
は
大
神
と

仲
良
く
な
っ
た
か
ら
だ
』
と
」 

優
菜
「…
…

大
神
君
？
」 

浪
川
「
眼
鏡
フ
ェ
チ
で
頭
も
良
い…

…

そ
の
大
神
と 

親
密
に
な
っ
た
影
響
で
眼
鏡
を
か
け
始
め
た
と
思

っ
た
。
成
績
も
、
ア
イ
ツ
に
勉
強
を
教
え
て
も
ら

っ
た
か
ら
上
が
っ
た
ん
だ
と
」 
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紗
季
「
当
然
浪
川
は
優
菜
が
大
神
と
付
き
合
っ
て
る 

か
知
り
た
く
な
っ
た
。
で
も
直
接
聞
く
の
は
無
理
。

だ
か
ら
優
菜
の
眼
鏡
が
伊
達
か
度
付
き
か
で
判
断

す
る
こ
と
に
し
た
。
伊
達
な
ら
大
神
と
デ
キ
て
い

て
、
度
付
き
な
ら
セ
ー
フ
だ
と
」 

飯
島
「
流
石
に
度
付
き
眼
鏡
を
男
の
趣
味
で
か
け
る 

女
は
い
な
い
っ
て
こ
と
か
？
」 

優
菜
「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
カ
フ
ェ
で
眼
鏡
確
認
し
た
と 

き
に
驚
い
て
い
た
の
も
、
伊
達
だ
っ
た
か
ら
っ
て

だ
け…

…

？
」 

浪
川
「
俺
に
と
っ
て
は…

…

大
問
題
だ
」 

優
菜
「
普
通
に
聞
け
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
！
」 

浪
川
「
そ
ん
な
こ
と
で
き
る
か
！
」 

優
菜
「
じ
ゃ
あ
、
私
が
大
神
君
と
付
き
合
っ
て
い
る 

と
か
っ
て
い
う
あ
の
変
な
噂
も…

…

」 

浪
川
「…
…

…
…

俺
が
流
し
た…

…

」 

優
菜
、
フ
ラ
つ
く
。 

優
菜
「…

…

紗
季
は…

…

紗
季
は
な
ん
で…

…

」 

紗
季
、
鼻
で
笑
う
。 

紗
季
「
鬱
陶
し
い
ん
だ
よ…

…

」 



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 54 

優
菜
「…

…

え…
…

」 

紗
季
「
鬱
陶
し
い
ン
だ
よ
！
こ
っ
ち
が
必
死
に
勉
強 

し
て
る
横
で
楽
々
と
満
点
取
り
や
が
っ
て
！
胸
糞

悪
い
！
だ
か
ら
一
番
大
事
な
入
試
当
日
に
バ
ラ
し

て
や
っ
た
の
よ
」 

優
菜
「…

…
じ
ゃ
あ
、
テ
ス
ト
の
件
を
飯
島
先
生
に 

告
げ
口
し
た
の
も…

…

」 

紗
季
「
試
験
当
日
ま
で
待
て
ず
、
つ
い
ね
」 

 

〇
（
回
想
）
同
・
職
員
室
・
内 

飯
島
、
浪
川
に
怒
鳴
る
。 

飯
島
「
違
っ
た
じ
ゃ
ね
ぇ
か
！
」 

浪
川
「
そ
ん
な
ハ
ズ
は…
…

」 

飯
島
「
今
度
恥
か
か
せ
た
ら
ブ
チ
の
め
す
ぞ
！
」 

浪
川
、
舌
打
ち
。 

浪
川
「
知
ら
な
い
で
す
よ
！
何
で
俺
が
競
馬
の
予
想 

な
ん
ざ
し
な
き
ゃ
な
ら
な
い
ん
で
す
か
！
」 

飯
島
「
賢
い
ん
だ
か
ら
も
っ
と
有
効
活
用
し
ろ
や
」 

 
 

 

飯
島
、
浪
川
に
競
馬
新
聞
を
投
げ
る
。 

溜
息
を
つ
い
て
出
て
行
く
浪
川
。 
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（
回
想
終
わ
り
） 

 

〇
同
・
生
徒
指
導
室
・
内
（
夜
） 

 
 

 

優
菜
、
紗
季
、
浪
川
、
飯
島
が
い
る
。 

優
菜
「
そ
ん
な…

…

」 
扉
を
ノ
ッ
ク
す
る
音
。 

優
菜
「…

…

？
」 

飯
島
「
ど
う
ぞ
」 

優
子
が
入
っ
て
く
る
。 

優
菜
「…

…

ッ
！
」 

飯
島
「
佐
藤
さ
ん
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ
来
て
い
た
だ 

き
ま
し
て
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」 

優
子
、
飯
島
を
無
視
し
て
優
菜
の
前
へ
。 

優
菜
「
マ
マ…

…

私

、
」 

優
子
、
優
菜
の
言
葉
を
遮
る
よ
う
に
、
優
菜

の
頬
を
バ
チ
ン
ッ
と
叩
く
。 

紗
季
・
浪
川
・
飯
島
「
！
」 

優
菜
、
唖
然
と
す
る
。 

優
子
「
今
ま
で
の
が
全
部
カ
ン
ニ
ン
グ…

…

？
フ
ザ 
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け
ん
な
よ
！
恥
か
か
せ
や
が
っ
て
！
ど
う
し
て
く

れ
ん
だ
！
親
戚
や
あ
の
男
に
も
東
大
行
く
っ
て
言

っ
ち
ま
っ
た
じ
ゃ
ね
ぇ
か
！
」 

優
菜
「…

…

マ…
…

マ…
…

」 
飯
島
「
さ
、
佐
藤
さ
ん
、
少
し
落
ち
着
い
て
」 

優
子
「
ア
ン
タ
は
私
だ
け
じ
ゃ
な
い
、
優
馬
の
顔
に 

も
泥
を
塗
っ
た
ん
だ
よ
！
」 

唖
然
と
す
る
紗
季
、
浪
川
、
飯
島
。 

優
子
「
優
馬
と
は
大
違
い
ね
。
中
学
受
験
は
失
敗
す 

る
わ
、
高
校
は
こ
ん
な
２
流
校
へ
進
学
す
る
わ
、

挙
句
の
果
て
に
大
学
受
験
で
カ
ン
ニ
ン
グ…

…

ア

ン
タ
の
た
め
に
投
資
し
て
や
っ
た
の
に
！
こ
の
恥

晒
し
が
！
」 

優
菜
「…

…

」 

浪
川
「
ち
ょ
っ
と
ア
ン
タ
」 

優
子
「
あ
あ
？
」 

優
子
、
浪
川
を
睨
み
付
け
る
。 

紗
季
「…

…

親
子
そ
っ
く
り
だ
な
」 

優
子
「…

…

な
に
？
」 

紗
季
「
自
分
さ
え
良
け
れ
ば
い
い
ん
で
し
ょ
。
自
分 
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が
注
目
さ
れ
た
い
が
た
め
に
不
正
を
す
る
娘
、
自

分
の
面
子
の
た
め
に
子
供
を
利
用
す
る
母
親…

…

」 

優
菜
「
違
う
！
私
は
た
だ
マ
マ
に
喜
ん
で
欲
し
く 

て…
…

！
」 

紗
季
「
知
っ
た
事
か
！
そ
ん
な
こ
と
！
」 

優
菜
「…

…
！
」 

紗
季
「
試
験
の
度
に
不
正
を
繰
り
返
し
、
皆
の
努
力 

を
踏
み
に
じ
っ
た
！
定
期
試
験
の
結
果
は
私
立
の

推
薦
枠
や
奨
学
金
に
も
影
響
す
る
の
に
！
」 

優
菜
・
優
子
「…

…

」 

紗
季
「
何
が
マ
マ
の
た
め
だ…

…

何
が
娘
の
た
め
だ 

…
…

く
だ
ら
な
い
エ
ゴ
で
他
人
の
人
生
を
狂
わ
せ

や
が
っ
て
！
」 

一
同
、
静
ま
り
返
る
。 

浪
川

「
（

紗
季
に
）
人
の
こ
と
言
え
る
の
か
」 

紗
季
「…
…

は
？
」 

浪
川
「
本
当
に
皆
の
こ
と
を
思
っ
て
い
た
な
ら
気
付 

い
た
時
に
言
え
よ
。
結
局
お
前
も
佐
藤
に
私
刑
を

下
し
た
い
一
心
で
今
日
ま
で
不
正
を
黙
っ
て
い
た
。

同
罪
だ
」 
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紗
季
「
私
は
皆
の
た
め
に
悪
を
暴
い
た
！
そ
れ
の
ど 

こ
が
罪
な
の
よ
！
」 

 
 

 

室
内
に
沈
黙
が
流
れ
る
。 

飯
島
「…

…

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
、
佐
藤
」 

優
菜
「…

…

３
年
生
全
員
に
謝
罪
し
ま
す
」 

紗
季
「
な
ん
だ
そ
れ
」 

優
菜
「
本
当
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
」 

優
菜
、
頭
を
下
げ
て
出
て
行
こ
う
と
す
る
。 

優
子
「
受
験
は
ど
う
す
る
気
？
」 

優
菜
「
心
配
し
な
い
で
。
一
人
暮
ら
し
し
て
自
分
で 

生
計
立
て
な
が
ら
浪
人
す
る
か
ら
」 

優
子
「
浪
人
？
浪
人
な
ん
て
世
間
体
が…

…
そ
う 

よ
！
留
学
！
留
学
す
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
！
」 

紗
季
、
浪
川
、
飯
島
、
絶
句
す
る
。 

優
菜
「…

…

さ
よ
な
ら
、
お
母
さ
ん
」 

優
菜
、
出
て
行
く
。 

紗
季
「…

…

こ
ん
な
ク
ソ
親
と…

…

同
罪…

…

？
」 

浪
川
「
正
義
だ
ろ
う
が
善
意
だ
ろ
う
が
、
一
個
人
が 

他
人
を
利
用
し
て
い
い
わ
け
が
な
い…

…

」 

紗
季
「…

…

」 
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〇
同
・
正
門 

看
板
に
『
桜
川
高
等
学
校
卒
業
式
』
と
あ
る
。 

胸
に
リ
ボ
ン
記
章
を
付
け
た
証
書
筒
を
持
つ

卒
業
生
が
大
勢
い
る
。 

 

〇
同
・
裏
門 

 
 

 

人
気
の
な
い
場
所
で
眼
鏡
を
見
つ
め
る
優
菜
。 

裏
門
か
ら
出
よ
う
と
す
る
。 

優
菜
の
背
後
か
ら
浪
川
が
来
る
。 

浪
川
「
一
人
暮
ら
し
、
ど
こ
で
す
る
か
決
め
た
の 

か
？
」 優

菜
、
振
り
返
る
。 

浪
川
「
俺
、
春
か
ら
東
大
行
く
ん
だ
」 

優
菜
「…

…

」 

浪
川
「
東
大
生
の
家
庭
教
師
の
平
均
時
給
っ
て
５
千 

円
ら
し
い
ぜ
。
生
徒
は
旧
帝
大
と
か
医
学
部
志
望

ば
っ
か
り
な
ん
だ
」 

優
菜
「…

…

」 

浪
川
「
だ
か
ら
テ
キ
ト
ー
に
出
来
な
く
て
よ
」 

優
菜
「…

…

」 
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浪
川
「
良
か
っ
た
ら
練
習
相
手
に
な
っ
て
く
れ
よ
。 

ど
う
せ
金
な
い
ん
だ
ろ
？
東
大
生
が
無
料
で
教
え

て
や
る
」 

出
て
行
こ
う
と
す
る
優
菜
。 

浪
川
「…

…
…

…

い
ん
だ
」 

優
菜
「…

…
？
」 

浪
川
「
会
い
た
い
ん
だ
！
佐
藤
と
！
東
京
来
い
よ
」 

優
菜
「…

…

」 

紗
季
が
裏
門
か
ら
入
っ
て
く
る
。 

紗
季
「
や
っ
ぱ
り
む
っ
つ
り
ス
ケ
ベ
だ
ね
、
浪
川
」 

優
菜
「…

…

」 

紗
季
「
た
ま
た
ま
、
偶
然
、
私
も
上
京
す
る
け
ど
」 

優
菜
「…

…

紗
季…

…

」 

 
 

 

優
菜
、
意
を
決
し
た
よ
う
に
右
腕
を
挙
げ
る
。 

紗
季
・
浪
川
「
？
」 

優
菜
、
眼
鏡
を
裏
門
に
叩
き
つ
け
る
。 

紗
季
・
浪
川
「
！
」 

バ
キ
バ
キ
に
砕
け
散
る
眼
鏡
。 

優
菜
「
行
こ
う
か
な
、
東
京
」 

 
 

 
 

 

優
菜
の
頬
に
涙
が
伝
う
。 
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（
了
）

 
 


